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１．対象部材
洗面化粧ユニット 略称：CjK 洗面化粧ユニット

２．標準(共通)化の部位
標準(共通)化の部位を図１に示す。

化粧キャビネット

洗面化粧台

Ａ：幅

Ｂ：奥行

Ｃ：給水・給湯管との接続位置

Ｄ：排水管との接続位置

３．寸法・形状
図１の各部位の寸法を表１に示す。
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図１－標準(共通)化の部位

表１－各部位の寸法

項目
寸法
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４．表示方法
部材・印刷物・電子媒体などに、長期使用対応部材であることを表示する。

または、”CjK”マークを表示する。

５．特記事項
5.1 対象部材について
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・

６．解説
6.1 幅寸法(Ａ)と奥行寸法(Ｂ)の分類について

6.2 接続位置寸法(Ｃ、Ｄ)について

７．共通事項
7.1 寸法について

寸法は基準値を示し、公差・許容差を表すものではない。

7.2 交換について

交換については、専門知識を有する者が行うことを推奨する。

注記)専門知識を有する者とは：専門的知識、技術、経験を有する者である。

接続位置は、引出し等収納部との干渉を考慮して奥行方向寸法の標準化を行った。幅方向及
び高さ方向寸法は、同じ分類(①～⑥)であれば、既存配管位置を変更せず、交換時の作業で
対応できるため標準化を行わなかった。

洗面化粧台とは、天板(カウンター)、洗面器、水栓、収納空間を備えたものをいう。

化粧キャビネットとは、洗面化粧台の上部に設置し、鏡、収納棚、照明器具等を備えたもの
をいう。

２個以上の洗面器を備えた洗面化粧ユニットは、本基準書の対象外とする。

洗面化粧ユニットの上部や左右に隣接して設置するキャビネット類は、本基準書の対象外と
する。

洗面化粧台は、床面及び壁面からの配管を洗面化粧台内部に引き込みできる構造とする。

幅寸法と奥行寸法のいずれを優先的な基準として分類するか検討した結果、洗面化粧ユニッ
トの大きさを示す際に一般的に用いられる幅寸法を優先的な基準としてまず３分類し、それ
らをさらに奥行寸法で分類した計６分類の基準とした。

洗面化粧ユニットとは、洗面化粧台と化粧キャビネットを組み合わせたものをいう。


